
「平成２９年度『学びのスタンダード』推進事業」の推進地域の取組

パイロット校名 本宮市立本宮第二中学校、岩根小学校

推進協力校名 本宮市立五百川小学校

本宮二中学区は、県内１４地域で実施されている「学びのスタンダード」の事業推進地域と
して指定を受け、より質の高い授業を目指して校内研修の充実に努め、教員の授業改善、指導
力の向上を図っている。

（１） 現職教育の研究授業にて
現職教育の研究主題に基づく研究授業の実

践の際、「授業スタンダード」をもとに授業構
想を練り上げるとともに、チェックシートを
授業参観の視点として活用し、事後研究の活
性化につなげた。

（２） 日々の授業改善にて
互いに授業を公開する「互見授業」を実践

し、「授業スタンダード」をよりどころとして、
その授業を参観した教師同士が指導方法を共
有したり、授業の悩みを相談し合ったりした。

[表紙] [チェックシート]

（３） 学校生活全般にて
「授業スタンダード｣は、授業の基盤となる

教師と子ども、子ども同士の「望ましい人間
関係」を築く際の留意点、また、子どもが身
に付けるべき「学習規律」やふさわしき「教
師の姿勢」についても言及している。
よりよい学級・集団づくりを目指し、学級

活動・学校生活全般の指導にあたった。

[授業スタンダード～授業の基盤は］

（１） 本宮第二中学校 ～数学科における「タテ持ち」の取組について
３人の教師がＴ１として、３学年すべてを担当する取組である。この指導体制を生か

すべく、学習内容の系統性を重視した指導を実践した。指導法など授業について定期的
に話し合う時間を確保するために時間割に教科部会を設定し、３人の教師の協働による、
より質の高い授業を展開できるよう努めた。単元構想から単位時間の構想、課題設定か
ら生徒の活動、テスト問題・評価と教科経営に至るまで議論を重ねることができた。

Ａ教諭 Ｂ教諭 Ｃ教諭
３年担当 ２年担当 １年担当

３年 １組 ２組 ３組

２年 １組 ２組 ３組

１年 １組 ２組 ３・４組

［「タテ持ち」の担当学級一覧］ ［１年 平面図形の単元
協働による教材］

本宮二中学区「学びのスタンダード」

１ 推進地域における「授業スタンダード」の活用について

２ パイロット校の取組内容



（２） 岩根小学校 ～算数科における「教科担任制」の取組について
第６学年において、中学校の指導体制を見据えるとともに、中学校進学に伴う学習

環境の変化のギャップを軽減させることを意識して取り組んだ。
具体的には、以下のとおり、第６学年で教師５名が指導を行う指導体制をとった。

１組担任 ２組担任 授業Ｓ推進教師 分科担当Ａ 分科担当Ｂ

６年１組
国語科 算数科Ｔ１・Ｔ２ 音楽科 理科

６年２組

［「教科担任制」の担当学級一覧］

（１） 五百川小学校～本宮二中学区学力向上委員会の実施
地区の幼稚園、小・中学校に「教師のコーディネー

ト力を磨く」を現職教育のテーマに全学級の授業を公
開し、情報交換を行った。また、講演会では千葉大学
特任教授である天笠茂先生に新学習指導要領の趣旨な
どを含めた授業のあり方についての講演をいただくな
ど、学区内の教職員に貴重な研修の場を提供した。 ［天笠茂先生のご講演］

（２） パイロット校Ⅰ・Ⅱ主催の研究授業参加
パイロット校主催の研究授業へ参加するなど授業を数多

く参観することで、「 授業スタンダード」に対する共通理
解を深め、地域全体の取組に発展させた。

(１） 成果 ［家庭学習スタンダード］
① 「授業スタンダード」の活用から
・ 学区内小・中学校間において、授業を見せ合うことで、小・中を通した地域全体の
実態を把握し、共通理解を図ることができた。また、「授業スタンダード」を媒介にす
ることで、校種間・教科間の相違にかかわらず、共通の視点をもって、事後研究会を
行うことができた。

・ 互見授業が教師同士の学び合いの場となり、授業改善・指導力向上に努めようとする
教師同士の雰囲気が醸成されてきた。また、教師の授業改善により、魅力的な授業が展
開されることにつながり、子どもたちが学びに向かう意欲的な姿を見せるようになった。

・ 子どもを中心に考えた授業づくりへの授業改善と学級活動を充実をさせていく取組に
より、互いの違いを認め、尊重しながら、互いに助け合う望ましい人間関係が形成され、
よりよい学級づくりにつながった。

② 算数・数学科の取組から
・ 「教科担任制」により、学級数(２回)の授業を行うことで、同じ指導内容であっても、
子どもの実態に応じて反応が異なるため、目の前の子どもに寄り添った授業展開の大切
さを実感し、より意識して授業構想・指導改善に努めるようになった。

・ 「タテ持ち」の実施により、互いの授業を見合う機会が増え、教科部会の実施で話合
いも増えたことで、同僚性・協働性が高まった。もちろん、指導方法の共有により、授
業改善に大きく役立っており、学力向上につながっている。

（２） 次年度へ向けて
・ 「家庭学習スタンダード」が配付された。子どもたちに家庭学習を通して「自己マネ
ジメント力」を育むねらいがあるが、学校・家庭・地域のそれぞれの役割を想定し実践
事項を検討する必要がある。

・ 小・中連携が叫ばれて久しいが、なかなか連携が進まない現状がある。学習・生活、
思春期を迎える発達段階での児童生徒理解が進んでいないことが理由の一つとして挙げ
られる。地域として「学びのスタンダード」事業を推進することをよい機会とし、児童
生徒理解を進めていきたい。

３ 推進協力校の取組内容

４ 成果と次年度へ向けて








